令和7年度社会福祉法人羽陽の里事業報告

1　施設運営の総括事項の概
（１） 運営全般
　　　令和7年度は、開所から10年が経過したことから、4月1日に神事を執り行い利用者・職員の健康と羽陽の里の発展を祈願し新たなステージの一歩とした。新型コロナウイルス感染症については、1月上旬に2名の感染者に留まっている。インフルエンザやノロウイルス等の感染はないが、高齢者施設のため年間を通し感染防止対策を継続して運営に当たるとともに、12月より新たに天童市民病院が協力医療機関となり、医療連携の強化を図った。
　　また、通常のボランティア受入れの他、10月には利用者の夢を叶える催し物を、羽陽学園短期大学及び天童高校の学生ボランティア12名に加え、天童市社協等の協力を得て、入居者2名の夢である歌や踊り等を通し楽しい時間を共有している。さらに、3月下旬から1か月間ミニチェア紅梅工房さんより沢山のミニチェアやジオラマを展示頂き、利用者や家族、地域の方にも鑑賞いただくなどの交流を図ることができた。
施設内行事やユニット活動等は年間計画に沿って実施できた。また、外部の方との交流や第三者の視点を運営に活かす観点から、苦情対応委員会の第三者委員や天童市介護サービス相談員の巡回相談等を通し、その意見を運営に生かすよう努めた。

ア　各事業所では、事業計画に沿って季節行事や外出ドライブ（櫻やつつじ、アジサイ見学など）、健康運動、ゲームやレクレーション活動、菓子づくり等多彩なユニット活動に取り組む一方、施設での生活面や健康面での情報を、生活便り、ユニット便り等で写真を多用しながらご家族へのタイムリーな情報提供に心がけた。

イ　諸会議や委員会・部会等の内部活動は計画的に開催するとともに、活動の充実に努めた。介護現場では、業務引継ぎやフロア会議を重視し、職員間の連絡調整を図るとともに、情報の共有化に努めた。また職員体制については、前年度末までの退職者等への対応として、4月に2名の新規採用、年度途中にも介護員2名・看護師1名、臨時介護員1名の採用を行った。

ウ　職員の研修については、県や老施協の研修会を中心に積極的に参加するとともに、伝達研修も含め内部研修として全体又はユニット毎の研修も実施した。外部委員構成による運営推進会議は年6回計画通り実施している。

（２） 事業経営面
ア　地域密着型特別養護老人ホームは、長期の入院者や看取りの方も多く年間退所者数が11名、新規入居者が10名で、入退所のタイムラグも含め、年間の平均利用率は93.3％で目標の97％を下回っている。収入の対当初予算比は98.5％（前年度98.2％）である。

　　イ　短期入所事業所は、年間利用率目標75％であったが、月毎にばらつきがあり最高82％で最も低かった月は45％、結果、年間平均利用率は61.7％であり、前年度（69％）をさらに下回っている。収入の対当初予算比は83.9％（前年度95.9％）である。

ウ　小規模多機能型居宅介護事業所は、特養への入所等による退所もあるが、今年度の年間平均利用者数は23.1名（前年度23.4名）であった。特に年度末に入院や退所者が急に増え3月末の契約者は19名となっている。収入の対当初予算比は89％（前年度95.9％）である。

　　エ　居宅介護支援事業所は、1名専従体制で実施し、平均給付管理ケースは39名（前年度33.6名）である。年間を通し40名前後と平均化している。

　　オ　支出面では、給食管理費や食材、消耗品・委託費等の高騰による支出経費の増に加え、利用率減による事業収入が、当初予算より約2000万円の減となったことが収支に大きく影響し、経営を圧迫している要因となっている。取引金融機関とも連携し、今後の経営全般並びに対処策等についても協議を継続している。

　2　利用状況及び運営に関する事項

（1）利用者の契約・登録状況（令和8年4月1日現在）
	事業所
	利用者数・契約者数
	平均年齢
	平均要介護度
	備　考

	特　養
	28名（男性 3名・女性25名）
	90.2歳
	3.71
	重度者比率約54%

	
	概要：介護度3：13名、4：10名、5：5名　所得階層4段階10名、3②：4、3①：7、2：6

	短　期
	20名（男性 8名・女性12名）
	87.7歳
	2.65
	直近利用者20名のデーター

	
	概要：大半が天童市内の方、他、山形市、東根市在住の方など

	小規模
	20名（男性 5名・女性15名）
	87.3歳
	1.67
	要支援者5名

	
	概要：泊り1日6～7名、日中通所含め平均12～15名

	居宅介護
	39名（男性13名・女性26名）
	85.2歳
	2.15
	契約者：天童32、山形7

	
	概要：給付管理ケース40件前後



※特養：【寝たきり度】：準寝たきりｊ2.A1.A2：4人、寝たきりB1.B2：22人、重度の寝たきりC1.C2：2人
【認知症度】：自立1人、ほぼ自立Ⅰ1人、軽度 Ⅱ6人、重度 Ⅲ15人、頻度多 Ⅳ5人、重篤 Ｍ0

(2) 利用率等の状況　(令和7年4月～令和8年3月)
	項目等
	特　養
	短　期
	小規模
	居宅介護

	
	延日数
	利用率
	延日数
	利用率
	利用者数
	利用率
	利用者数
	利用率

	 4月
	862
	99.0
	166
	55.3
	22
	75.9
	35
	70.0

	 5月
	887
	98.6
	202
	65.2
	23
	79.3
	38
	76.0

	 6月
	865
	99.4
	186
	62.0
	25
	86.2
	40
	80.0

	 7月
	788
	87.6
	197
	63.5
	25
	86.2
	40
	80.0

	 8月
	805
	89.5
	204
	65.8
	22
	75.9
	40
	80.0

	 9月
	807
	92.7
	136
	45.3
	23
	79.3
	37
	74.0

	10月
	870
	96.8
	177
	57.0
	24
	82.8
	39
	78.0

	11月
	870
	100
	184
	61.3
	24
	82.8
	39
	78.0

	12月
	816
	90.7
	209
	67.4
	24
	82.8
	41
	82.0

	 1月
	791
	87.9
	172
	55.4
	25
	86.2
	41
	82.0

	 2月
	705
	86.8
	167
	59.6
	22
	75.9
	41
	82.0

	 3月
	813
	90.4
	255
	82.3
	19
	65.5
	38
	76.0

	年間平均
	823
	93.28
	188
	61.7
	23.2
	80.7
	39.0
	78.2



(3)　年間新規利用者及び退所者数　(令和7年4月～令和8年3月)
	種別・入退所
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	特　養
	新規
	1
	
	
	
	2
	2
	1
	
	
	1
	3
	
	10

	
	退所
	
	
	1
	2
	
	2
	
	
	1
	3
	2
	
	11

	小規模
	新規
	
	1
	2
	
	
	
	1
	
	1
	
	
	
	5

	
	退所
	
	
	1
	
	
	2
	
	
	
	2
	1
	2
	8



※特養のR7年度は新規入居者10名、退所者は11名であった。（R6：入居8、退所9、R5：入居11、退所9、R4：入居12、退所14、R3：入居12、退所12、R2：入居13、退所12　）　　
　新規入居者10名（在宅から　名（当施設小規模利用及び短期利用者含む）、病院・老健等から　名）

※小規模のR7年度は新規利用者5名・退所者8名（内訳：特養1名、入院1名、他事業所3名、死亡3名）
令和6年度：新規7名、退所7名（内訳：特養2名、入院3名、他事業所1名、死亡1名）、R5年度：新規5名、退所6名（内訳：特養3名、入院2名、他事業所1名）、R 4年度：新規7名、退所8名（内訳：特養4名、入院4名）
3 監査関係・理事会及び実地指導等の状況
	名　 称
	期　 日
	主な内容

	監事監査
	R7年 5月29日
	令和6年度事業報告及び決算に係る監査

	第1回理事会
	　   6月 5日
	事業報告及び決算の承認、役員候補者・評議員候補者の選任等

	評議員選任・解任委員会
	　　 6月 5日
	評議員の選任

	定時評議員会
	 　  6月22日
	令和6年度決算の承認、役員の選任

	第2回理事会
	　　　　6月22日
	理事長選定

	第3回理事会
	　   12月23日
	第一次補正予算、経常資金借入限度額設定等

	第4回理事会
	R8年 3月23日
	第二次補正予算、令和7年度事業計画及び当初予算等

	その他重要事項等

	1 運営推進会議
	年6回計画通り開催（内容：運営状況、事故・ヒヤリハット報告、感染症対策、意見交換等）

	2 県・市実地指導
	R7年7/ 7　県集団指導、1/14給食施設指導、3/18市集団指導

	3 法人・団体監査等
	R7年6/16　労基署調査、7/16　年金事務所調査

	4 職員体制等
	採 用
	前年度退職者補充として4/1正規介護員2名、5/1正規介護員1名、9/1
正規介護員・看護師各1名、11/1正規介護員1名、3/1臨時介護員1名

	5 
	退 職
	4/30臨時介護員1名、7/31正規看護師1名、3/31正規介護員1名、
パート介護員3名（2名自己都合、1名雇用期間満了）

	6 主な行事等
	観桜会4/15、4月より「こっちゃ来い」継続実施、実習生6月～8月、市初任者研修
へ講師派遣延4名、入居者健康診断9/18、長寿を祝う会9/6、防災訓練・設備点検等
9/22、夢かな事業10/19、餅つき大会12/27、8020表彰1/24



4　利用者の医療・看護、食事・口腔ケア等の状況
(1) 嘱託医による毎月第1・3水曜日の定期診断を行うとともに、入居者については9/18に健康診
断を実施した。看護師のオンコール回数は45回（R6:26回、R 5：37回、R 4：90回、R3：112回、
R2：72回、R1：66回）で、この内19回（R6：14回、R 5：14回、R 4：42回、R3：67回）は
夜間等に実際に出勤し対応、救急車の要請回数は2件である。（R6：1回、R 5：1件、R 4：3件）
(2)  特養入居者の入院者は延べ12人、入院日数は延べ302日である。（R6：入院12人、日数310日、R 5：入院9人、日数130日、R 4：入院11人、日数383日、R3：入院17人、日数467日）
(3)  利用者・入居者の心身状況に応じた栄養管理に努めるとともに、各種行事食や希望献立、季
節に応じた食事サービスの提供に心がけた。継続してご家族に対し献立の実際をカラー写真で
定期的に広報した。歯科衛生士による指導（月3回）も含め入居者の口腔ケアの充実に努めた。

5　事故報告・ヒヤリハット関係
　◇全体の件数
	事業所
年度別
	ヒヤリハット件数
	事 故 件 数

	
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	増減
	R3
	R4
	R5
	R6
	R7
	増減

	特　養
	55
	48
	71
	49
	35
	－14
	7
	4
	10
	6
	13
	＋7

	短　期
	24
	35
	32
	42
	31
	－11
	3
	3
	6
	3
	3
	0

	小規模
	25
	37
	17
	15
	17
	＋2
	7
	5
	10
	7
	4
	－3

	合　計
	104
	120
	120
	106
	83
	－23
	17
	12
	26
	16
	20
	＋4



1 事故報告件数は、前年度より4件の増、前年度最も多かった服薬関係は11件から9件に、他
転倒による事故は2件から3件となった。服薬については会議等でマニュアルの確認を行うとと
もに、事故発生時には発生状況を確認し再発防止の検討を行っている。今後もＫＹＴ研修や事故
発生状況の分析、再発防止の検討を行うことで事故防止に繋げていきたい。
2  ヒヤリハット報告件数は、小規模が増加し特養が大きく減少している。件数の内訳としては、
全体でみると転倒・転落が多い割合となっているが、特に特養の転倒・転落の21件、短期の持ち
物確認13件が突出しており、今後も各入居者の行動予測や身体、精神状況に応じた対応と環境設
定及び短期での持ち物の確認作業に十分注意していく必要がある。

